
（単位：トン-CO2） 

20,144 
 

10,246 
 

62,371 
 

16,633 
 

67,647 72,250 71,503 
 

13,891

74,607 
 

17,417 
 14,737 

 

15,064

国内拠点におけるCO2排出量と生産高原単位の推移 
生産高原単位: ■エレクトロニクス機器事業　●デバイス事業　　全体 

1990 
年度 

2000 
年度 

2001 
年度 

2002 
年度 

2003 
年度 

2004 
年度 

2005 
年度目標 
 

2010 
年度目標 
 

（単位：トン-CO2／百万円） 

（単位：トン-CO2／百万円） 

100,000 

80,000 

60,000 

40,000 

20,000 

0

1.0 

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

0

1.0 

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

0

14,119 
 

CO2排出量: エレクトロニクス機器事業　 デバイス事業 

 ■エレクトロニクス機器事業　●デバイス事業　　全体 物価指数補正による生産高原単位の推移 

1990 
年度 

2000 
年度 

2001 
年度 

2002 
年度 

2003 
年度 

2004 
年度 

2005 
年度目標 
 

2010 
年度目標 
 

0.87

0.42 0.42

0.29

0.51

0.31

0.47

0.32
0.34

0.23

0.37 0.31

0.20

カシオマイクロニクスの取り組み 
カシオマクロニクスでは、工場をフリー

クーリングシステム（外気の冷めた空

気を空調に利用すること）に改造し、電

力使用量を削減することでCO2排出量

を削減しています。また、本社（青梅）

では、クリーンルーム空調用に使用し

ていた燃料を特Ａ重油から都市ガスに

切り替え、排出ガスをクリーン化した結

果、CO2排出量を2003年度に比べて

2%削減しています。 

0.27

0.180.21 0.14 0.12 0.12 0.08 0.11
0.06

0.42 0.42
0.50

0.55
0.42 0.31

0.38

0.21
0.20 0.20 0.21

0.15
0.20

0.11
0.13

0.87

0.61

0.83
0.81

0.63
0.71 0.57

0.48

SF6の使用量・排出量とCO2換算排出量の推移 

2001 
年度 

2000 
年度 

2002 
年度 

2003 
年度 

2004 
年度 

2005 
年度目標 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0

20,000 

15,000 

10,000 

5,000 

0

0.60 

0.45 

0.30 

0.15 

0.00

638
276

595 693

1,385

580
290

551

1,276

725

1,450

（単位：kg） （単位：トン-CO2） 
（単位：トン/百万円） 

0.273
0.312

SF6の使用量　 SF6の排出量 
■CO2換算排出量　●CO2排出量生産高原単位 

14,993
17,794

20,131

海外拠点におけるCO2排出量と売上高原単位の推移 

2002年度 2003年度 2004年度 

25,000 
20,000 
15,000 
10,000 
5,000 

0

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

0

0.37 0.40
0.50

（単位：トン-CO2／百万円） （単位：トン-CO2） 

CO2排出量　●売上高原単位 

0.25
0.07

16,688 
 

80,00978,273 
 

0.48

※対象範囲はカシオ上海を除く16拠点です。 
取り組み事例 

1,189
0.283 14,209

0.413 0.429

0.440

15,248 16,551 17,328

6,584.45

0.312
0.273

6,931

P32

CO2排出量の削減 

その他の 
温暖化ガスの削減 

地球温暖化防止 
CO2の排出量削減をはじめ、 
さまざまな視点から温暖化の防止に取り組んでいます。 

地球環境とカシオ 

 

 

 

カシオは、2004年度生産高二酸化

炭素（CO2）の排出量原単位削減にお

いて､1990年度対比、2005年度10%、

2010年度25%の削減を目標として

いましたが、0.48トン-CO2/百万円と、

1990年度比で14%増になりました。 

2005年度以降は業態変化等の実態

を適切に反映すべく、電機・電子4団体

方針に沿って、日銀国内企業物価指数（電

機機器）で補正した実質生産高二酸化

炭素（CO2）排出量原単位を用いて、

2003年度比で2005年度10%削減、

2010年度20%削減を目標としてい

きます。 

 

■ CO2排出量削減に向けた取り組み 

CO2排出量の削減に向けた取り組み

としては、よりCO2排出の少ない燃料へ

の転換や、コジェネレーションの導入に

加え、各拠点においても、それぞれ対策

を実施しています。 

また、京都議定書では、日本に対して

2008年から2012年までに1990年

度比6%削減が義務づけられており、こ

れに対応するため、今後、排出権取引な

どの採用・参画により排出総量の削減に

向けて対応を検討していきます。 

 

■ 海外拠点におけるCO2排出量 

2004年度は、エネルギーを多量に

消費する朝日エレクトロニクス インドネ

シアを調査対象に加えたことで、CO2の

排出総量、売上高原単位ともに増加とな

りました。なお、原単位は円換算した売

上金額を分母として算出しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ SF6の低減 

カシオでは、製造工程で使用してい

るSF6について、昨年まで利用効率を

0.75としてきました。今回、専門業者

に依頼して成分分析を行った結果、バラ

ツキはあるものの、利用効率は0.5以下

と検証されました。加えて、この利用効

率は各種条件で変動することから、（社）

電子情報技術産業協会（JEITA）のガイ

ダンス値0.5を採用し、ここに過去のデー

タを訂正して記載いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ クリーニングガスNF3の全廃 

高知カシオのTFT液晶デバイス製造

工程では、従来クリーニングガスにNF3

を使用していましたが、2005年3月ま

でにCOF2に切り替えました。 

NF3は、京都議定書に定められた6ガ

スではありませんが、温暖化係数はCO2

換算で10,800倍です。一方、COF2は

CO2と同じ１倍ですので、使用量が4倍

に増えるにも関わらず温暖化への影響

は1／2500に削減できます。 
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